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文語文を学ぶ日本語学習者が困難を感じる点 : 非
漢字系日本学研究者に聞く




























































































語（ 2 名），イタリア語（ 2 名），エストニア語（ 1 名），
オランダ語（ 1 名），韓国語（ 1 名）である 3 ）．また，
対象者の調査時における所属機関の所在国は，英国（ 2
名），ノルウェー（ 1 名），スウェーデン（ 1 名），エ
ストニア（ 1 名），ドイツ（ 1 名），イタリア（ 1 名），
韓国（ 1 名），日本（ 1 名：留学中）となっている．
調査対象者の性別は女性 5 名，男性 4 名で，年齢層
は，20代，30代，40代が 3 名ずつである．所属機関を
見ると， 8 名が大学に所属， 1 名のみ大学以外の研究
機関に所属しており，身分は教授 1 名，講師 3 名，ポ
スドク研究員 1 名，大学院生（DC） 3 名，同（MC）































L01 中古 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 場合により19世紀までのテキストも読む
L02 中世 ◯ ◯ ◯ 縁起物など
L03 中世 ◯ ◯
L04 中世・近世 ◯ ◯ ◯
L05 中世・近世 ◯ ◯ 江戸時代が中心
L06 近世 ◯ ◯ ◯ ◯
L07 近世 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 候文も読む
L08 近代 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 写本でなく原本




















































古典学習 文語文入門 古典学習 文語文入門
L01 中古 ◯原文 ◯ ◯ × 日本の大学での学習は留学生ではなく訪問研
究者として行った.
L02 中世 △母語訳 × ◯ × 文語文は日本の大学で入門教科書の紹介を受
けて自習. さらに日本以外の留学先で漢文読
解を学習した.
L03 中世 ◯原文 ◯ ◯ ×
L04 中世・近世 ◯原文 ◯ ー ー
L05 中世・近世 ◯原文 ◯ ？ × 候文は自習.





× ◯ × 文語文は日本の大学で学部の古典の授業を聴
講するとともにチューターの指導で学習. 変
体仮名・くずし字は自習.
L08 近代 △近代文学作品原文 × ー ー 母国大学上級日本語授業で近代文学を講読. 
専門の資料については辞書と友人（日本人）
の助けで解読.








































































































































L01 中古 ◯ 類似の助詞や助動詞のニュアンスの識別
L02 中世 ◯ ◯ ◯ 漢文の訓読
L03 中世 ◯ ◯ 会話文等に出てくる特殊な表現
L04 中世・近世 ◯ ◯ 入門者レベル：助動詞の意味と接続，上級レ
ベルも含めて：変体仮名・くずし字
L05 中世・近世 ◯ ◯ 翻刻されていない古文書の候文の読解 候文やくずし字の学習によい
リソースがないこと
L06 近世 ◯ ◯ 古語の活用，漢文
L07 近世 ◯ ◯ 過去：変体仮名・くずし字，現在：候文
L08 近代 ◯ 活用形の識別 19世紀の文法を学ぶための教
材がほとんどないこと










































































































































































































































3 ）対象者の出身国は米国（ 2 名），ロシア（ 2 名），イ
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付録　インタビュー調査の質問項目
1．基本情報
氏名
国籍
母語
年齢（年齢層）
現在の所属，身分
専門分野
研究テーマ
2 ．学習歴
略歴
日本語学習歴　　期間，週あたり時間数，場所（学校）
日本留学経験　　期間，場所（学校）
日本 の古典（文学）についての学習歴　　期間，週あた
─  172  ─
り時間数，場所（学校），テキストの言語（翻訳（語）
／現代日本語／原文），指導／学習方法，素材として
扱った作品
文語 文学習歴　　期間，週あたり時間数，場所（学校），
指導／学習方法（特に古語動詞の活用をどのように
学習したか），素材として扱った作品
3 ．（古典／文語文）教育歴
日本 の古典（文学）についての教育歴　　期間，週あた
り時間数，場所（学校），テキストの言語（翻訳（語）
／現代日本語／原文），指導方法，素材として扱って
いる作品
文語 文教育歴　　期間，週あたり時間数，場所（学校），
指導方法（特に古語動詞の活用をどのように教えて
いるか），素材として扱っている作品
4 ．ニーズ
研究上どのような文語文を読む必要があるか
　　時代　
　　作品／資料名　
　　原本（写本）／影印本／翻刻本　
　　仮名文／和漢混交文／漢文
研究を始めたのはいつか
研究を始めたとき，文語文読解力は十分だったか
　　特にどんな点で不足していたか
現在はどうか
どのような文語文読解教育が必要か
どのような文語文読解学習の支援があればよいか
5 ．教材についての意見
文語文読解教材としてどのようなものを求めるか
　　文法学習
　　とりあげる素材
　　訳
　　解説
　　練習問題
　　参考資料
　　その他
文語文読解のためのe-learning教材についてどう考える
か，どのようなアイディアがあるか
6 ．その他関係者への要望など
